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運用報告書（全体版） 

Ｊオープン 
（店頭・小型株） 

 

 
 

第22期（決算日：2016年６月29日） 
 

 
 
 
 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「Ｊオープン（店頭・小型株）」

は、去る６月29日に第22期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2019年７月１日まで（1994年６月30日設定）

運用方針 

独自のサービス・技術等を持つわが国の中堅
企業の中から、今後一段の成長が期待される
銘柄を選定して投資し、信託財産の積極的な
成長をめざします。 

主要運用対象 
わが国の金融商品取引所に上場されている株
式のうち、小型株を主要投資対象とします。

主な組入制限 
株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

929901 

三菱ＵＦＪ投信株式会社は2015年７月１日に国際
投信投資顧問株式会社と合併し、「三菱ＵＦＪ国際
投信株式会社」となりました。 
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Ｊオープン（店頭・小型株）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（参考指数①）
東証小型株価指数

（参考指数②）
東証二部株価指数

（ 参 考 指 数 ③ ）
日経ジャスダック平均株価 株  式 

組入比率 
株  式 
先物比率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

18期(2012年６月29日) 6,608 0 3.2 1,348.42 0.4 2,309.65 △ 0.8 1,336.07 7.0 95.0 － 2,780

19期(2013年７月１日) 10,890 500 72.4 1,890.91 40.2 3,030.13 31.2 1,795.10 34.4 97.2 － 5,936

20期(2014年６月30日) 12,101 900 19.4 2,210.41 16.9 3,735.13 23.3 2,155.47 20.1 99.8 － 4,306

21期(2015年６月29日) 13,898 1,700 28.9 2,708.24 22.5 4,961.88 32.8 2,700.40 25.3 102.5 － 3,850

22期(2016年６月29日) 14,082 100 2.0 2,266.11 △16.3 4,106.31 △17.2 2,416.32 △10.5 95.9 － 4,281
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 東証小型株価指数とは、東証市場第一部の銘柄のうち「小型株」を構成銘柄とする「時価総額加重型」の株価指数です。「小型株」は、

東証市場一部全体の動きを表す東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の構成銘柄のうち、時価総額と流動性の高い、大型株（100銘柄）及び中型

株（400銘柄）を除いた銘柄を示します。 

（注） 東証二部株価指数とは、東京証券取引所第二部全銘柄を対象として算出した株価指数で、東京証券取引所第二部市場全体の値動きを表

す「時価総額加重型」の株価指数です。 

（注） 東証小型株価指数および東証二部株価指数に関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は、

同指数の算出もしくは公表の方法の変更、同指数の算出もしくは公表の停止を行う権利を有しています。東京証券取引所は、同指数の

指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断に対し、責任を負いません。 

（注） 日経ジャスダック平均株価は東京証券取引所ジャスダックに上場する全銘柄（日本銀行、不動産投資信託、外国株および整理銘柄を除

く）を対象に「ダウ式平均」で算出する平均株価です。日経ジャスダック平均株価に関する著作権並びに「日経」及び日経ジャスダッ

ク平均株価の表示に対する知的財産権その他一切の権利は、全て日本経済新聞社に帰属します。日本経済新聞社は、日経ジャスダック

平均株価を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、責任を負いません。日本経済新聞社は、

日経ジャスダック平均株価の構成銘柄、計算方法、その他日経ジャスダック平均株価の内容を変える権利及び公表を停止する権利を有

しています。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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Ｊオープン（店頭・小型株）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（参考指数①）
東証小型株価指数

（参考指数②）
東証二部株価指数

（ 参 考 指 数 ③ ） 
日経ジャスダック平均株価 株  式 

組入比率 
株  式
先物比率

 騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

2015年６月29日 13,898 － 2,708.24 － 4,961.88 － 2,700.40 － 102.5 －

６月末 14,066 1.2 2,729.07 0.8 4,986.82 0.5 2,718.39 0.7 95.5 －

７月末 14,316 3.0 2,764.31 2.1 5,076.80 2.3 2,793.06 3.4 96.3 －

８月末 13,724 △ 1.3 2,626.96 △ 3.0 4,759.07 △ 4.1 2,582.07 △ 4.4 94.7 －

９月末 13,090 △ 5.8 2,475.93 △ 8.6 4,493.15 △ 9.4 2,456.15 △ 9.0 94.7 －

10月末 13,657 △ 1.7 2,642.32 △ 2.4 4,694.69 △ 5.4 2,566.47 △ 5.0 96.2 －

11月末 14,620 5.2 2,742.64 1.3 4,786.43 △ 3.5 2,676.28 △ 0.9 95.8 －

12月末 15,071 8.4 2,690.85 △ 0.6 4,729.85 △ 4.7 2,647.60 △ 2.0 95.9 －

2016年１月末 14,244 2.5 2,505.60 △ 7.5 4,482.16 △ 9.7 2,480.55 △ 8.1 96.0 －

２月末 13,473 △ 3.1 2,288.14 △15.5 4,216.15 △15.0 2,345.22 △13.2 96.2 －

３月末 14,970 7.7 2,439.48 △ 9.9 4,381.42 △11.7 2,460.06 △ 8.9 96.3 －

４月末 15,023 8.1 2,389.47 △11.8 4,292.72 △13.5 2,458.20 △ 9.0 95.9 －

５月末 15,443 11.1 2,480.61 △ 8.4 4,393.47 △11.5 2,548.85 △ 5.6 95.4 －

(期  末)     

2016年６月29日 14,182 2.0 2,266.11 △16.3 4,106.31 △17.2 2,416.32 △10.5 95.9 －
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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Ｊオープン（店頭・小型株） 

 
運用経過 

 
当期中の基準価額等の推移について （第22期：2015/６/30～2016/６/29）

 
基準価額の動き 基準価額は期首に比べ2.0％（分配金再投資ベース）の上昇となりました。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより
異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものでは
ない点にご留意ください。 

 

基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 組み入れを行った個別銘柄の株価上昇が基準価額の上昇要因となりました。 

第22期首 ： 13,898円  

第22期末 ： 14,082円  

（既払分配金 100円 ）

騰落率 ： 2.0％  

（分配金再投資ベース）
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Ｊオープン（店頭・小型株） 

 
投資ⅣႺについて （第22期：2015/６/30～2016/６/29）

  
٧株ᑼᏒ況 
・期首かࠄၷ⺞に推移していましたが、2015ᐕ㧤中ᣨには中࿖ੱ᳃㌁行によるੱ᳃ర基準୯ಾ
りਅߍの⊒をきっかߌに中࿖᥊᳇ᷫㅦ ᔨなどかࠄ⇇的な株となり、㧥ਅᣨにかߌて
ᄢにਅ落しました。 

⺞上昇基、ࠄとなどかߎᅢ⺞な☨࿖᥊᳇をᅢᗵした߿のᓟは中࿖᥊᳇にኻするᖤⷰ⺰のᓟㅌߘ・
が12上ᣨまで⛯きました。 

・12中ᣨかੱࠄ᳃ర߿中࿖経ᷣᜰᮡのᖡൻ、᰷Ꮊの৻ㇱജ㌁行のା用ਇ、ὑᦧᏒ႐で円
㜞がㅴ行したߎとなどか2016ࠄᐕ㧞中ᣨまでਅ落基⺞が⛯きました。 

・㧞ਅᣨએ㒠、中࿖のㅊട金Ⲣ✭߿☨࿖のၷ⺞な経ᷣᜰᮡの⊒、ේᴤ価ᩰの上昇などかࠄ
上昇基⺞が６中ᣨまで⛯きました。 

・６ਅᣨには⧷࿖の࿖᳃投で㧱㨁（᰷Ꮊㅪว）㔌⣕という投⚿ᨐとなったߎとかࠄਅ落基
⺞となり、期末まで⛯きました。 

 
 

当投資ା⸤のࡐー࠻フォࠝについて
  
・当ファンドでは࿖ౝዊဳ株ᑼのうߜ、⁛⥄のᛛⴚ࠙ࡂ࠙ࡁ߿をし、中㐳期的なᚑ㐳が込め
る実ജડᬺなどを中ᔃにㆬ別投資を行っています。 

・組入銘柄ᢙは80ߨ銘柄⒟ᐲで推移さߖました。⋡ᮡ株価߳の㆐もしくはធㄭ、ファンࡔ࠳
ン࠭࡞࠲の変ൻ、ᣂⷙ投資銘柄との⋧ኻ比セなどをൊ᩺し、ㆡቱ入れᦧ߃を行いました。
当期は、ඨዉㅧⵝ⟎のᣣ┙࿖際㔚᳇߿㛽ធว᧚ᢱをᚻដߌるᣣᧄࠛࡓࠛ・ࠖ࠺・ࡓなど、
48銘柄をᣂⷙに組み入れました。また、⥶ⓨᯏะߌౝⵝຠのࠫࡓࡖコ߿Ꮏᯏ᪾߿♖ኒㇱຠな
どをᚻដߌるス࠲ー♖ኒなど41銘柄をో株ᄁළしました。 

 
એ上のような運用の⚿ᨐ、基準価額（分配金再投資ベース）は上昇しました。 
 
個別銘柄で․にነਈ、ᓇ㗀がᄢきかった銘柄はએਅのㅢりです。 
 
٧銘柄 

 （ス要因ࡊ）
ン（㐿⊒ຠ⟲）に⌕⋡し、期ࠗࡊห␠が⎇ⓥ㐿⊒をㅴめるක⮎ຠのパࠗ：ࡊー࡞いࠣߖーߘ・
首よりしました。ᣂ⮎㐿⊒時の⥃ᐥ⹜㛎などのㅴにうマࠗ࡞ス࠻ン収入、ᣂ⮎が⽼ᄁ
されたときのࠖ࠹ࡗࠗࡠ収入がともにᄢするㅢしとなったߎとなどかࠄ株価が上昇し、
 。スにነਈしましたࡊ

ᐢ๔に⌕⋡し、期中より࠻࠶ࡀー࠲るࠗンߌンࠣス：ห␠がᚻដࠖ࠺࡞ーࡎ・࠾ー࠹ࡊ・
しました。スマー࠻フォンะߌ運用ဳᐢ๔を中ᔃとする࠻࠶ࡀᐢ๔Ꮢ႐のᄢを⢛᥊にห␠が
ᚻដߌるᐢ๔のขᛒ㜞がᄢきくિ㐳したߎとなどかࠄ株価が上昇し、ࡊスにነਈしました。

 
（マࠗ࠽ス要因） 
、ᬺのᄢᯏળに⌕⋡し࠻るࠪーߌコ：⇇的な⥶ⓨᯏ㔛要のჇടにいห␠がᚻដࡓࡖࠫ・
期首よりしておりましたが、コス࠻がᗐቯએ上にჇടしたߎと߿、円㜞に推移したߎとが
ᷫ益要因となったߎとなどかࠄ株価はエ⺞に推移し、マࠗ࠽スにᓇ㗀しました。なお、期中に
ో株ᄁළしました。 

ൻቇᎿᬺ：⇌用㒰⨲のᶏᄖでの⽼ᄁᄢに⌕⋡し期中よりしましたが、࿖ౝࠗࠕࡒࠢ・
⽼ᄁはᶏᄖにしてૐ⺞な推移となったߎと߿円㜞に推移したߎとがᷫ益要因となったߎとな
どかࠄ株価はエ⺞に推移し、マࠗ࠽スにᓇ㗀しました。 
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Ｊオープン（店頭・小型株） 

（ごෳ⠨） 
組入上10ᬺ⒳ 
期首
2015ᐕ６29ᣣ� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ᵈ� 比率は‛株ᑼ⹏価額にኻするഀวです。 

 
 
期末
2016ᐕ６29ᣣ� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ᵈ� 比率は‛株ᑼ⹏価額にኻするഀวです。 

 
当投資ା⸤のベン࠴マーࠢとのᏅ異について
  
・当ファンドは運用の⋡ᮡとなるベン࠴マーࠢを⸳ߌており
まࠎߖ。ฝ⸥のࠣフは当ファンドの基準価額とෳ⠨ᜰᢙ
の騰落率とのኻ比です。 

・ෳ⠨ᜰᢙはԘ᧲⸽ዊဳ株価ᜰᢙ、ԙ᧲⸽ੑㇱ株価ᜰᢙ、Ԛ
ᣣ経ࠫࡖスࠢ࠶࠳ᐔဋ株価です。 

 
 
 
 
 

 

分配金について 
  
収益分配金につきましては、基準価額᳓準、Ꮢ況動ะ、分配ኻ⽎額の᳓準等をൊ᩺し、ᰴのㅢ
りとさߖていただきました。収益分配にలてなかった利益（留益）につきましては、ା⸤⽷↥
中に留し、運用の基ᧄᣇ㊎に基ߠいて運用します。 
 
 
 ޤ⸶分配ේ資のౝޣ
 （න：円、㧝ਁญ当たり、税込み） 

第22期 
㗄 ⋡ 2015ᐕ６30ᣣ～ 

2016ᐕ６29ᣣ 
当期分配金 100 

ኻ基準価額比率� 0.�05％

 当期の収益 100 
 当期の収益એᄖ 㧙 
⠉期➅分配ኻ⽎額 4,122 

 
（ᵈ）ኻ基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）にኻする比率でり、ファンドの収益率とは異なります。 
（ᵈ）当期の収益、当期の収益એᄖはዊᢙ点એਅಾᝥてで算しているためว計が当期分配金と৻⥌しない႐วがります。 
 

・ファンドの騰落率は分配金込みで計算し
ています。 

― 5 ―
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Ｊオープン（店頭・小型株） 

 
ᓟの運用ᣇ㊎ 

  
٧運用ⅣႺのㅢし 
・ᵈ⋡された2015ᐕᐲડᬺ算2016߿ᐕᐲᬺ❣のળ␠੍ᗐは、೨にᗐቯされたㅢり✚ߓてᒙい
ౝኈだったものの、Ꮢ႐に࠭ࠗࡊࠨࡉࠖ࠹ࠟࡀをਈ߃る⒟ではなく、ߎれまでのᬺ❣ਅᝄれ
は৻ᣤマー࠻࠶ࠤにᶖൻされたものと⠨߃ています。しかし、⧷࿖の㧱㨁㔌⣕㗴に┵を⊒し
た金ⲢᏒ႐のᷙੂかࠄ、ᓟのડᬺᬺ❣については྾ඨ期算などのㅴをᵈⷞするᔅ要が
ると⠨߃ています。 

・当㕙はᬺ❣੍ᗐの೨ឭとなるὑᦧ᳓準の落ߜ⌕きど߿ࠈߎὑᦧએᄖのᧄᬺの収益ജ、☨࿖の金
Ⲣ╷߿ᄢ⛔㗔ㆬの行ᣇ、⧷࿖の㧱㨁㔌⣕という投⚿ᨐのᓇ㗀、ᣣᧄの⽷・金Ⲣ╷、中
࿖経ᷣなど、Ꮢ႐がᵈ⋡する要因をᭂめる経質なዷ㐿をᗐቯしています。 

・৻ᣇ、ᣣᧄの株ᑼᏒ႐では、ડᬺ⛔ᴦᡷ㕟のㅴዷ߿ේᴤ価ᩰਅ落࠻࠶ࡔ、ੱᚻਇ⿷による⾓
金・投資߳のᵄലᨐ、⽷・金Ⲣ╷期ᓙなどのࡊス要因もᵈ⋡されており、ഀなࡃ
ᢿしたᣣᧄ株の㝯ജᐲはᒁき⛯き⋧ኻ的に㜞いと್ᢿし್ࠄー࡚ࠪン（投資価୯基準）かࠛࡘ
ています。 

・ડᬺ収益のਅᝄれ߿Ꮢ႐ᔃℂに落ߜ⌕きがᚯれ߫、マࠗ࠽ス金利ਅの運用㔍かഀࠄなࡘࡃ
ࠛー࡚ࠪン߿配当利࿁りにᵈ⋡した株ᑼᏒ႐߳の資金ࠪフ࠻なども期ᓙされ、Ꮢ႐はᓢޘにਅ
୯をಾり上ߍるዷ㐿になるものと⠨߃ています。 

・ዊဳડᬺの中には、⁛⥄のᛛⴚ㕟ᣂ߿Ꮢ႐㐿ᜏにより経ᷣ動ะとは異なる࠻ンドでᚑ㐳を⛮
⛯するડᬺもᄙくሽし、ᓟもߎうしたડᬺ߳のᵈ⋡ᐲは㜞まるとᕁࠊれます。また、ੱ᧚
のᵹ動ൻによりఝ⑲なੱ᧚によるᬺ߿ᣂ⥝ડᬺ߳の経༡ෳടのᵹれは⛮⛯しており、スࠢ
にᚢしてᣂしいຠࠨ߿ーࡆスをഃㅧするᵴജるડᬺがますますჇടするものと⠨߃てい
ます。 

 
٧ᓟの運用ᣇ㊎ 
・主としてࠊが࿖のዊဳ株ᑼの中かࡠࡊࠕࡊ࠶ࠕࡓ࠻ࡏ、ࠄー࠴によりᚑ㐳ᕈが㜞いと್ᢿされ
る銘柄を෩ㆬして投資するߎとを基ᧄとします。 

・⁛⥄のᛛⴚ࠙ࡂ࠙ࡁ߿をし、中㐳期的なᚑ㐳が込める実ജડᬺなどを中ᔃに、ࠛࡘࡃー
࡚ࠪン㕙に配ᘦしつつㆬ別投資を行うᣇ㊎です。 

・個別銘柄ㆬ別をコࠕの投資ᚢ⇛としつつ、マーో࠻࠶ࠤのᣇะᕈ࠲ࠢ߿ー動ะなどもᵈⷞ
していくᣇ㊎です。 

・ᣣᧄのዊဳ株ᑼᏒ႐では、ఝ⑲なੱ᧚のᣂ⥝ડᬺ߳のᵹ入などにより、スࠢにᚢしてᣂし
いຠࠨ߿ーࡆスをഃㅧするᵴജるડᬺがますますჇടするものと⠨߃ており、ᓟもߘう
したዊဳ株߳の投資ᯏળをⓍᭂ的にតっていくᣇ㊎です。 

  

― 6 ―
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Ｊオープン（店頭・小型株）

○１万口当たりの費用明細 (2015年６月30日～2016年６月29日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 189  1.318 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） ( 80)  (0.562) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 93)  (0.648) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 15)  (0.108) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 38   0.266  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） ( 38)  (0.266)  

（c） そ の 他 費 用 0   0.003  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 227   1.587   

期中の平均基準価額は、14,308円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2015年６月30日～2016年６月29日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 4,998 5,394,576 3,941 5,322,892 
 (  189) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） ( )内は株式分割・増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

  

株式 
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Ｊオープン（店頭・小型株）

○株式売買比率 (2015年６月30日～2016年６月29日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 10,717,468千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,970,342千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.69  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2015年６月30日～2016年６月29日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 5,394 717 13.3 5,322 1,350 25.4

 
 
 

 

種     類 買 付 額 

 百万円
株式 10

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 11,017千円
うち利害関係人への支払額（B） 2,153千円

（B）／（A） 19.5％  
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 
 
上記のほかに、期中において、高額分配に伴う支払資金の手当てを目的として、三菱東京ＵＦＪ銀行より160百万円を借り

入れ、6,465円の返済利息を支払っております。（2015年７月１日） 

利害関係人との取引状況 
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Ｊオープン（店頭・小型株）

○組入資産の明細 (2016年６月29日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

水産・農林業（0.5％）  

サカタのタネ － 8.6 19,470

建設業（3.9％）  

日本アクア 45.1 104.8 38,147

ライト工業 60 38.1 40,995

九電工 － 26.8 81,740

食料品（2.7％）  

亀田製菓 － 3.7 21,867

アリアケジャパン 6.6 6.1 37,698

ケンコーマヨネーズ 24.7 17.4 50,494

繊維製品（2.9％）  

東洋紡 308 471 90,903

富士紡ホールディングス 142 － －

セーレン － 29.4 28,606

化学（6.4％）  

関東電化工業 44 － －

保土谷化学工業 － 81 22,842

ポラテクノ 19.7 － －

ダイキョーニシカワ 4.6 27.2 35,332

サカタインクス 51.6 － －

ミルボン － 8.6 41,108

メック 65.7 － －

クミアイ化学工業 － 168.1 105,903

フマキラー － 26 16,744

ニフコ 20.4 7.9 42,897

医薬品（1.5％）  

科研製薬 9 － －

ロート製薬 20.1 － －

そーせいグループ 11.2 1.3 22,516

ペプチドリーム 11.6 6.4 38,208

石油・石炭製品（－％）  

ＭＯＲＥＳＣＯ 17.7 － －

ゴム製品（0.8％）  

フコク 23.2 － －

ニッタ 11.6 13.3 31,055
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ガラス・土石製品（4.0％）   

ニチアス － 102 79,968

ニチハ 34 54.1 85,045

金属製品（1.4％）   

東プレ 30.2 27.6 59,064

機械（12.7％）   

三浦工業 － 14.3 32,947

オーエスジー 15.6 － －

島精機製作所 － 9.4 18,724

やまびこ 6.8 － －

平田機工 － 3.4 22,372

レオン自動機 － 32.5 17,940

瑞光 4.5 － －

技研製作所 － 47.5 84,217

フロイント産業 28.9 35.8 47,220

ＴＯＷＡ － 46.9 39,442

ローツェ － 37.9 44,494

三菱化工機 91 － －

アイチ コーポレーション － 85.2 61,429

タダノ － 74.1 62,985

竹内製作所 12.1 67.1 89,175

ＴＰＲ 11.7 － －

電気機器（13.8％）   

ダイヘン 63 190 83,410

サンケン電気 － 138 43,608

日立国際電気 － 76.2 131,064

日立マクセル － 12.4 17,161

本多通信工業 39.1 91.8 67,289

アオイ電子 8.8 － －

堀場製作所 8.3 15 66,975

エスペック 42.1 30.5 37,393

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ 5.3 － －

イリソ電子工業 5.9 10.4 59,488

レーザーテック 36 48.6 61,187

日本デジタル研究所 18.2 － －

三井ハイテック 40 － －
 

国内株式 
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Ｊオープン（店頭・小型株）

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

小糸製作所 3.6 － －

ミツバ 12.2 － －

スター精密 38.2 － －

輸送用機器（2.0％）  

ユニプレス － 22.2 36,630

東海理化電機製作所 － 8.5 12,877

新明和工業 46 － －

エフ・シー・シー － 20.3 33,657

ジャムコ 27.4 － －

精密機器（3.4％）  

東京精密 － 33.1 78,347

マニー 2.3 － －

朝日インテック 14.9 3.6 18,000

ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ － 18.4 41,455

その他製品（0.4％）  

ニホンフラッシュ 53.2 15 17,655

陸運業（1.2％）  

丸和運輸機関 － 15.5 47,430

情報・通信業（5.2％）  

新日鉄住金ソリューションズ 5 － －

アイスタイル － 28.1 20,653

ブイキューブ 18.9 22.8 22,230

日本ファルコム 26.7 － －

ＧＭＯペイメントゲートウェイ 21.4 2.5 14,075

ワイヤレスゲート － 9.3 16,051

エムティーアイ 45.2 － －

ＧＭＯインターネット 25.1 － －

アルファポリス － 17.6 32,859

ゼンリン 11.9 － －

ＳＣＳＫ 16.8 11 41,690

ミロク情報サービス － 44.9 65,509

卸売業（4.8％）  

シップヘルスケアホールディングス － 13.1 41,330

ガリバーインターナショナル 101.5 57 48,906

日本エム・ディ・エム － 155.3 107,778

岩谷産業 49 － －

小売業（5.2％）  

コメ兵 10.9 － －

シュッピン 53.6 66.9 83,156

ホットランド 7.1 － －

ゴルフダイジェスト・オンライン 51 92 92,276 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ユナイテッドアローズ － 5.7 17,242

ピーシーデポコーポレーション － 13.8 19,747

バローホールディングス 13.2 － －

証券、商品先物取引業（1.7％）   

ジャパンインベストメントアドバイザー － 9.1 29,484

ＧＭＯクリックホールディングス － 56.5 39,098

不動産業（3.6％）   

いちごグループホールディングス － 101.6 39,725

オープンハウス － 21.3 57,999

エヌ・ティ・ティ都市開発 48.6 46.8 50,637

サービス業（21.9％）   

ネクスト 137.2 19 17,841

日本Ｍ＆Ａセンター 19.3 6 39,480

アイティメディア － 57.1 40,940

タケエイ 14.5 40.1 36,691

エス・エム・エス 25.5 － －

リニカル － 26.4 45,645

ツクイ － 37.4 66,123

エムスリー 53.2 12 42,300

ディー・エヌ・エー 16.2 － －

ＪＰホールディングス － 69.4 19,501

デジタル・アドバタイジング・コンソーシア － 18.4 21,270

ＥＰＳホールディングス 35.3 － －

セプテーニ・ホールディングス － 28.6 103,246

ケネディクス － 48 18,432

リゾートトラスト 9.8 － －

クリーク・アンド・リバー社 65.9 150 75,450

エフアンドエム 26 51.1 46,858

エン・ジャパン － 32.9 60,272

弁護士ドットコム 2.2 － －

テクノプロ・ホールディングス 19.8 － －

ジャパンマテリアル 48 11.4 44,859

ベクトル 22.4 29.1 82,498

Ｍ＆Ａキャピタルパートナーズ 5.6 － －

ライドオン・エクスプレス 12.1 28.3 36,110

グローバルグループ － 16.6 41,998

エイチ・アイ・エス 9.3 － －

乃村工藝社 58.3 38.8 58,898

合 計
株 数 ・ 金 額 2,682 3,928 4,104,053

銘柄数＜比率＞ 80 87 ＜95.9％＞
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
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Ｊオープン（店頭・小型株）

○投資信託財産の構成 (2016年６月29日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

株式 4,104,053 93.3

コール・ローン等、その他 296,853 6.7

投資信託財産総額 4,400,906 100.0
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Ｊオープン（店頭・小型株）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年６月29日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 4,400,906,743  

 コール・ローン等 286,175,401  

 株式(評価額) 4,104,053,600  

 未収入金 2,146,976  

 未収配当金 8,530,766  

(B) 負債 119,293,885  

 未払金 57,570,048  

 未払収益分配金 30,404,112  

 未払解約金 4,176,883  

 未払信託報酬 27,084,706  

 未払利息 477  

 その他未払費用 57,659  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,281,612,858  

 元本 3,040,411,282  

 次期繰越損益金 1,241,201,576  

(D) 受益権総口数 3,040,411,282口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,082円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,770,310,728円 

期中追加設定元本額 1,129,628,147円 

期中一部解約元本額 859,527,593円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.4082円です。 

○損益の状況 (2015年６月30日～2016年６月29日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 48,373,410  

 受取配当金 48,334,012  

 受取利息 70,161  

 その他収益金 1,311  

 支払利息 △       32,074  

(B) 有価証券売買損益 63,414,087  

 売買益 1,051,928,683  

 売買損 △  988,514,596  

(C) 信託報酬等 △   54,035,149  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 57,752,348  

(E) 前期繰越損益金 395,017,315  

(F) 追加信託差損益金 818,836,025  

 (配当等相当額) (    831,128,519) 

 (売買損益相当額) (△   12,292,494) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,271,605,688  

(H) 収益分配金 △   30,404,112  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,241,201,576  

 追加信託差損益金 818,836,025  

 (配当等相当額) (    831,128,519) 

 (売買損益相当額) (△   12,292,494) 

 分配準備積立金 422,365,551  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2015年６月30日～ 
2016年６月29日 

費用控除後の配当等収益額 24,992,401円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 32,759,947円

収益調整金額 831,128,519円

分配準備積立金額 395,017,315円

当ファンドの分配対象収益額 1,283,898,182円

１万口当たり収益分配対象額 4,222円

１万口当たり分配金額 100円

収益分配金金額 30,404,112円
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Ｊオープン（店頭・小型株）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2016年６月29日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①2015年７月１日に国際投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三菱ＵＦＪ国際投信株式会社へ変更し、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2015年７月１日） 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 

 




